
第４４回全日本バウンドテニス選手権大会追加ローカルルール 

 

１．ローカルルールの内容（プログラム記載文）                                             

本大会においては、次のローカルルールを適用する。                            

明らかなアウトボールは、プレーヤーが 「アウト」 とコールしたときは、キャッチ

してよいものとする。 ただし、最終判定は審判が行う。 

 

２． 運用方法                                                   

本ローカルルールは、以下のとおり運用する。                              

「明らかなアウトボール」であると判断した場合、プレーヤーは速やかに 「アウト」

とコールする。コール後は、失点の対象とならず、キャッチしてよいものとする。 

ただし、コールもキャッチもコート外で行わなければならない。 

また、明らかなアウトボールかどうか、本ルールが適用されるかどうかについての最

終判断は審判が行う。なお、インプレー中のボールであるかの誤認を避けるため、コ

ールは明瞭に行うこと。判断に迷う場合は、従来どおりプレーを継続することを基本

とする。 

 

アウトボールの対応についての Q&A 

 

１．シングルスの試合 

Ａが打球したボールが大きく飛び、Ｂが「アウト」とコールした後にそのボールを

ノーバウンドでキャッチした場合です。 

 

Question-1 

ノーバウンドキャッチで失点にならないという典型例はどんな場面ですか。 

Ancer 

Ａの打球したボールがベースラインを越えて飛び、ベースライン後方で構えていた

Bの胸あたりに飛んできた場面です。Ｂが「アウト」とコールしてこのボールをノ

ーバウンドでキャッチした場合に、Ｂの失点ではなく、Ａの失点にするというのが

今回のローカルルールです。 

もしＢがそのボールを取らなければ、ボールは後方で試合をしているコートに入

り、そのコートの試合進行を妨げたり、選手に当たったりする危険性もあります。 

 

 



Question-2 

「明らかなアウトボール」かどうかは誰が判定するのですか。 

Ancer 

最終的には、審判が判定します。 

Ｂが「アウト」と判断してコールしキャッチしても、審判が明らかなアウトとは認

められないと判断した場合は、Ｂの失点となります。 

ボールスピード、ラインに対するボールの飛行角度（水平面上および鉛直面上）、

ボールを見る選手や審判の位置によって、落下点の予想は大きく変わります。Ｂの

立つ位置から見るとは「明らかなアウト」であっても、審判が「明らかなアウト」

と判断しなければ、Ｂの失点です。 

 

Question-3 

Ｂは「アウト」とコールして、ベースラインの 10cm 後方に落下したボールをラケ

ットでキャッチしました。Ａは「『明らかなアウトボール』ではないので、今のは

Ｂの失点だ」と主張しました。この場合はどうなりますか。 

Ancer 

Ａの失点です。ボールがバウンドした時点でインプレーの終了です。 

 

Question-4 

ボールをキャッチするときのプレーヤーの位置の条件はありますか。 

Ancer 

プレーヤーは、コート外でキャッチする必要があります。 

「コート外」とは、次のいずれかの場合とします。ボールに触れた瞬間に、(1)両

足ともコート外の床に接地していること、(2)一方の足がコート外の床に接地し、

もう一方が空中にあること、(3)両足とも空中にある場合は、その後最初に着地し

た足がコート外の床に触れること。 

ボールのキャッチはコート外なので、Ｂがボレーしようとしてコート内にいる場合

は、アウトボールはキャッチせずに見逃さなければなりません。 

 

Question-5 

Ｂがボールをキャッチしたときに、ベースラインの延長線よりも前方でしたが、サ

イドラインの外側にいました。この場合はどうなりますか。 

Ancer 

Ｂはサイドラインの外側にいるので、コート外でキャッチしたことになります。し

たがって、打球したＡの失点になります。 

 



Question-6 

ボールをキャッチするとなっていますが、落球した場合はどうなりますか。 

Ancer 

「キャッチする」という本ルールの趣旨は、ボールが遠くへ飛ばないように、他コ

ートに飛ばないようにする行為なので、ボールを止める行為は「キャッチ」に相当

すると見なします。 

例えば、手で止めて落球してもよいし、ラケットで止めてもよいし、足で止めても

構いません。どの場合でも「キャッチ」と同様に扱います。 

 

Question-7 

「ボールキャッチ」と同時に「アウトのコール」があった場合はどうなりますか。 

Ancer 

ボールをキャッチする前に「アウト」とコールするのが望ましいですが、 

「明らかなアウトボール」であることが認められる場合は、コールのタイミングが

遅れて、キャッチ直後のコールであっても B の失点とはしません。 

 

Question-8 

Ｂが発話困難者で「アウト」とコールできない場合は、どうすればよいですか。 

Ancer 

アウトのコールの代わりに、審判の「アウト」を示すジェスチャーのように手を上

げます。 

手を上げる動作とキャッチの動作がスムーズにできない場合は、キャッチ直後に手

を上げて「アウト」を示しても構いません。 

また、コールが審判に聞こえないような声の小さなプレーヤーも同様とします。 

 

Question-9 

Ａの打球したボールスピードが非常に速く、コート外にいたＢはそのボールに当た

らないように逃げようとしたが、ノーバウンドで身体に当たってしまった。「明ら

かなアウトボール」だったがこの場合はどうなるのか。 

Ancer 

スピードボールに当たってケガしないように、逃げる行為は反射的な動作です。 

審判が「明らかなアウトボール」と判断したのであれば、打球したＡの失点としま

す。 

 

 

 



２．ダブルスの試合 

Ａ・Ｂ対Ｃ・Ｄの試合で、Ａの打球が大きく飛び、打つ順番のＣが「アウト」とコー

ルし、Ｃがキャッチした場合です。 

 

Question-10 

Ｃがアウトとコールしてキャッチした場合だけ適用されますか。Ｄがコールしてキ

ャッチした場合はどうなりますか。 

Ancer 

次の 4 通りが考えられます。 

(1)Ｃがコールし、Ｃがキャッチ 

(2)Ｃがコールし、Ｄがキャッチ 

(3)Ｄがコールし、Ｃがキャッチ 

(4)Ｄがコールし、Ｄがキャッチ 

 (1)、(2)、(3)、(4)すべてＡ,Ｂの失点です。 

どちらがコールしても、どちらがキャッチしてもよい。 

コールが小さかったり、審判にコールが聞こえたとしてもＣ,Ｄのどちらがコール

したのか分からない場合があり。また、他コートへボールが飛ぶ機会を減らすとい

う意図から、Ｃ,Ｄのどちらがキャッチしてもよいものとします。 

 

Question-11 

ボレーをしようとしてコート内にいたＣがアウトとコールし、ベースライン後方に

いたＤがキャッチした場合はどうなりますか。 

Ancer 

Ｃ,Ｄの失点です。コールする選手はコート外にいなければなりません。 


